
ＬＤ－３０ＦＴＡ－１ＡＤ　アナログ入力ボード

用途：ＬＤ－３０ＦＴＡ形テンションコントローラを使用して張力制御を行う場合、タッチレバー（ポテン
ショメータ）や超音波センサーなどのアナログ電圧系のセンサーにて巻径検出を行いたい時にオプ
ションのアナログ入力ボードを装着します。

装着方法：
１）アナログ入力ボードを脱着するときは、必ずＬＤ－３０ＦＴＡ本体の電源をＯＦＦしてください。
２）ＬＤ－３０ＦＴＡ本体のパネルを開けて、端子台の上にあるプリント基板
（Ｚ５８１Ｃ０７７０１）とフラットケーブルをはずしてください。

３）抜け防止用のスペーサ（付属品）を、ＬＤ－３０ＦＴＡのＩ／Ｏ基板（Ｚ３３１Ａ５３１０4）
に挿入してください。（図２）
注意：使用中にアナログ入力ボードがはずれると、テンションコントローラが誤動作する原因と

なり、システムに致命的な問題を発生させる場合があります。
したがって、スペーサは必ず装着し、確実に挿入されていることをご確認下さい。

４）コネクタＪ１・Ｊ２の向きに注意して、ＬＤ－３０ＦＴＡ－１ＡＤ（図１）をＬＤ－３０ＦＴＡ
本体のＩ／Ｏ基板（Ｚ３３１Ａ５３１０4）に装着してください。

５）プリント基板（Ｚ５８１Ｃ０７７０１）とフラットケーブルを元に戻してください。
＊使用方法については、ＬＤ－３０ＦＴＡ本体の製品取扱説明書をご覧ください。
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